
　朝比奈地区の横舟に、かつて長月院と呼ばれ

る閑田院の末寺がありました。この北側の小さ

な山の先端に、直径15㍍、高さ２㍍の円墳があ

り、長月院の名をとって1978（昭和53）年に長

月院古墳と名付けられました。この古墳には葺

石や埴輪等の外部施設は認められず、発掘調査

が実施されていないことから内部構造は不明で、

出土品なども発見されていないため年代を示す

ものがありませんが、円墳の大きさからみて、

６世紀頃に造られたものと推測されます。

　この古墳は、1930（昭和５）年に刊行された

旧『静岡県史』に「長月山の頂上は古墳らしい」

と記されているものにあたると思われ、旧『静

岡県史』にはこの他に、朝比奈地区の古墳とし

て「岩地山神社を祀る岡も古墳」と考えられる

と記されています。しかし、現在この岩地山神

社の古墳については確認されていません。長月院古墳
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